



















　2014 年 11 月、創立 25 周年を迎えた多摩大学が、“多摩の「健康まちづくり産業」を構想す
る”と題して創立記念シンポジウムを開催し、新しい研究の方向性として「健康まちづくり産
業」というテーマを掲げた。多摩地域の産官学民のキーマンが登壇したパネルディスカッショ
ンでは、その後の研究テーマとなる 3 つの指摘がなされた。1 つ目は、「健康と何か」を考え
ジェロントロジーの新しい視点を考える
～「健康まちづくり産業」プロジェクトの試行錯誤から～
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行われてきた。第 1 弾は 2015 ～ 2017 年度に実施した多摩大学、多摩市、株式会社ファンケル
との 3 者による「少子高齢化社会における多摩市の健幸に関する調査研究」である。第 2 弾は
2018 年度に株式会社ファンケルと多摩大学、そして多摩信用金庫の協力を得て行った「多摩
地域の中小企業における健康経営に関する研究」であり、第 3 弾は 2019 年度から現在進行中
の「独居高齢者の互助による食支援に関する研究」である。今回は、この中でも特にジェロン


































































































④ まとめづくりに参加する高齢者を募集、4 ～ 5 人のグループを結成する。
⑤ 3 日間のお試し食支援の無料体験実施（4 名× 2 グループ）



















































ラーの可能性」『自動車販売』2018 年 4 月号，日本自動車販売協会連合会
